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《 令和元年 第３回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第49号 令和元年度鳴門市一般会計補正予算（第２号）

原案可決 予算決算
議案第50号 令和元年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第51号 令和元年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第52号 令和元年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

議案第53号 財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について

原案可決 総務文教

議案第54号 鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

議案第55号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について

議案第56号 鳴門市職員退職手当支給条例及び鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

議案第57号 鳴門市職員等の旅費に関する条例の一部改正について

議案第58号 鳴門市消防団条例の一部改正について

議案第59号 鳴門市消防手数料徴収条例の一部改正について

議案第60号 鳴門市立小学校設置条例及び鳴門市立幼稚園条例の一部改正について

議案第61号
鳴門市立幼稚園における一時預かり事業の実施に関する条例の一部改正につ
いて

議案第62号 鳴門市印鑑条例の一部改正について

原案可決 生活福祉議案第63号
鳴門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

議案第64号
鳴門市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

議案第65号 鳴門市下水道条例の一部改正について

原案可決 産業建設議案第66号 鳴門市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

議案第67号 鳴門市水道事業給水条例の一部改正について

報告第９号 鳴門市観光コンベンション株式会社の経営状況について 報　　告 産業建設

報告第10号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報　　告 生活福祉
産業建設

報告第11号 平成30年度決算に基づく鳴門市健全化判断比率について
報　　告 予算決算

報告第12号 平成30年度決算に基づく鳴門市資金不足比率について

諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 同　　意

請願の処理

請願番号 案　　　　　　　　　　件 審議結果 所管の
委員会

請願第３号
日本政府に「核兵器禁止条約の調印・批准をすることを求める」意見書採択を求
める請願書

不 採 択 総務文教

委 員 会 審 査

●人権擁護委員

　岡
おか

田
だ

　章
しょうじ

二 氏（撫養町） 　島
しま

田
だ

　茂
しげ

仁
ひと

 氏（大津町） 　三
み

浦
うら

　森
もり

次
じ

 氏（北灘町）

人 事 案 件



普
通
財
産
の
無
償
貸
付
、
減
額
貸
付
な
ど
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
北
灘
西
小
学
校
を
教
育
財
産
か
ら
普
通
財
産
と
し
、
広
く
利
用
者
を

募
る
た
め
本
条
例
に
無
償
貸
付
・
減
額
貸
付
が
で
き
る
場
合
の
条
件

と
し
て
「
閉
校
さ
れ
た
学
校
施
設

等
の
用
途
を
廃
止
し
た
場
合
に
お

い
て
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る

と
認
め
る
事
業
の
用
に
供
す
る
と

き
。」
の
一
文
を
加
え
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
、
も
っ
と
広

く
解
釈
で
き
る
よ
う
な
表
記
に
し

な
か
っ
た
の
か
。

【
回
答
】
無
償
貸
付
・
減
額
貸
付
な
ど
に
つ

い
て
は
、
限
定
的
に
考
え
て
お

り
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
追
加
も
し

く
は
表
記
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

【
質
疑
】
恣
意
的
な
運
用
と
な
ら
な
い
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
今
後
、
ル
ー
ル
化
を
検
討
し
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
旧
氏
に
よ
る
印
鑑
を
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
説
明
】
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
住
民
票
に
旧
氏
（
旧
姓
）
の
併
記
を
希
望
さ

れ
た
場
合
、
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
を
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
旧
氏
で
の
印
鑑
登
録
を
可
能
と
す
る
。

【
質
疑
】
登
録
し
て
い
る
印
鑑
を
旧
氏
の
印
鑑
に
変
更
す
る
に
あ
た
り
、
手
数
料

は
必
要
と
な
る
の
か
。

【
回
答
】
印
鑑
登
録
は
一
人
に
つ
き
１
個
に

限
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
登
録

す
る
場
合
に
つ
い
て
は
無
料
で

あ
る
。
改
印
な
ど
に
つ
い
て
も
、

な
る
と
市
民
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
場
合
は
無
料
で
あ
る
。
な
お
、

旧
氏
表
示
の
手
続
き
に
は
、
旧

氏
が
わ
か
る
戸
籍
謄
本
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
あ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
通
知

カ
ー
ド
に
旧
氏
併
記
を
追
記
す

る
必
要
が
あ
る
。

●
議
案
第
53
号

　

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
62
号

　

鳴
門
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

委 員 会 審 査

北灘西小学校



水
道
法
の
改
正
に
よ
る
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
更
新
制
度
導
入
に
伴

い
、
更
新
に
か
か
る
手
数
料
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
説
明
】
水
道
法
の
現
行
制
度
で
は
、
新

規
の
指
定
の
み
で
、
休
廃
止
な

ど
の
実
態
が
反
映
さ
れ
に
く

く
、
無
届
工
事
や
不
良
工
事
が

全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
、
工
事
を
適
正
に
行

う
た
め
の
資
質
の
保
持
や
実
態

と
の
乖
離
の
防
止
を
図
る
た

め
、
５
年
ご
と
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
の
指
定
の
更
新

制
度
を
導
入
す
る
。

【
質
疑
】
現
在
、
休
廃
止
し
て
い
る
業
者

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
本
市
の
実
質
的
な
登
録
数
は

１
３
８
者
で
あ
り
、
こ
の
改
正

に
よ
り
、
２
割
程
度
減
少
す
る

の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い

る
。

補
正
予
算
の
規
模
は
６
億
８
１
６
１
万
３
千
円
で
、
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
０
の
財
政
収
支
見
通
し
や
財
政
健
全
化
の
推
進
に
留
意
し
つ
つ
、「
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
対
応
」
や
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
お
よ
び

調
理
・
配
送
等
業
務
委
託
事
業
」
な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
各

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

【
質
疑
】
防
災
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
こ
れ
ま
で
の
防
災
訓
練
は
ど
う
違

う
の
か
。

【
回
答
】
毎
年
９
月
１
日
に
実
施
し
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
各
機
関
の

連
携
確
認
を
重
視
し
て
い
る
が
、
防
災
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
地
域
住
民
の
参
加
を
主
眼
に
置

い
た
訓
練
と
な
っ
て
い
る
。
防
災
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
日
常
に
取

り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
実
施

す
る
。

【
意
見
】
障
が
い
者
の
防
災
に
つ
い
て
意
識
を

変
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
障
が
い
者

や
障
が
い
者
を
支
援
す
る
方
の
参

加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
必
要

が
あ
る
。

●
議
案
第
67
号

　

鳴
門
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
49
号

　

令
和
元
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

更
新
制
度
を
設

け
る
こ
と
で
無

届
工
事
や
不
良

工
事
の
予
防
に

な
る
ん
だ
ね
。

委 員 会 審 査

鳴門市浄水場

鳴門市防災フェア



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
新
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、
取
り
壊
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
解
体
撤

去
を
行
う
予
定
な
の
か
。
ま
た
、
増
田

友
也
氏
の
建
築
群
の
保
存
顕
彰
に
つ
い

て
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
鳴
門
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
今
年
度
基
本
設
計
業
務
に
着
手

し
た
。
建
設
工
事
を
令
和
３
年
度
に
開

始
で
き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度
の
10
月
頃

か
ら
市
民
会
館
な
ど
の
解
体
工
事
に
着

手
し
、
令
和
２
年
度
中
に
終
え
る
予
定
。

　

増
田
友
也
氏
の
建
築
群
に
つ
い
て

は
、
年
内
を
目
途
に
方
向
性
を
決
定
し
、

施
設
ご
と
に
今
後
幅
広
く
検
討
を
行
う
。

問
大
麻
分
署
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

方
針
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
大
麻
分
署
は
、
建
築
後
約
50
年
が

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
建
築

基
準
法
の
耐
震
基
準
も
満
た
し
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
、
分
署
を
改
築
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

問
三
機
工
業
株
式
会
社
な
ど
に
対
し
て

今
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
施
工
業
者
で
あ
る
三
機
工
業
株
式
会

社
へ
事
実
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

市
と
協
議
す
る
こ
と
な
く
独
自
に
機
能

を
製
作
し
、
導
入
し
て
い
た
。
現
在
は
、

給
じ
ん
装
置
に
工
夫
を
加
え
て
お
り
、

維
持
管
理
計
画
値
で
あ
る
４
時
間
平
均

30
ｐ
ｐ
ｍ
を
越
え
る
こ
と
は
減
少
し
て

い
る
。

要
望
今
回
の
不
正
操
作
は
、
言
語
道
断

で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
設
備
の

改
善
を
一
刻
も
早
く
行
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
一
酸
化
炭
素
の
抑
制
の
対
策
を

講
じ
、
市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
の
施

設
改
善
と
経
過
報
告
を
強
く
要
望
す
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
不
正
操
作
へ
の
対
応
は

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一　般　質　問
質 問表代

❶ 圃山　俊作（会派　潮）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 公共施設について
　⑵ 環境衛生について

❹ 佐藤　絹子（会派　平成なると）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ ボートレース鳴門まちづくり基金

の活用について

❷ 野田　粋之（会派　創心クラブ）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 働き方改革について
　⑵ スポーツ施設について

❺ 長濱　賢一（会派　青藍）
１. 人口減対策について
　⑴ 鳴門市人口ビジョンと総合戦

略について
　⑵ 少子化対策について
２. 公共施設等総合管理計画について
　⑴ 公共施設等総合管理計画と個別

施設計画について
　⑵ 教育施設等について
３. 契約について
　⑴ 鳴門市契約に関する規則につい

て
　⑵ 随意契約について

❸ 潮崎　憲司（会派　有志会）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ サイクルツーリズムについて
　⑵ クリーンセンターについて

❻ 浜　　盛幸（会派　公明党）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 消費税率の引き上げに伴う施策

について
２. 観光行政について
　⑴ インバウンドについて

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

会
派　

潮

圃は
た
け
や
ま山  

俊し
ゅ
ん
さ
く作

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
解
体

大
麻
分
署
の
今
後
は

代
表
質
問

建て替えが必要な大麻分署



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
平
成
29
年
度
よ
り
、
本
市
と
南
淡
路

市
、
東
か
が
わ
市
の
３
市
で
推
進
し
て
い

る
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
結
ぶ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
の

取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
は
。

答
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ
Ｓ
Ａ
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
結
ぶ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
は
、
３
市
を
結

ぶ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

広
域
的
な
観
光
振
興
と
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
。
大
鳴
門
橋
の
陸
路
輸
送
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
市

内
の
飲
食
店
20
箇
所
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
６
箇
所
を
指
定
し
て
お

り
、
う
ず
パ
ー
ク
の
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
活
用
促
進
に
向
け
、

さ
ら
な
る
周
知
方
法
に
取
り
組
む
。
市

内
の
自
転
車
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

市
内
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
、
自
転

車
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
な
ぜ
、
操
業
当
初
か
ら
設
定
値
に
不

正
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
４
時

間
平
均
30
ｐ
ｐ
ｍ
を
可
能
に
す
る
に
は
。

答
制
限
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
、
三

機
工
業
株
式
会
社
に
事
実
確
認
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
測
定
値
を
抑
え
る
こ
と
に

苦
労
し
、
市
と
協
議
す
る
こ
と
な
く
独

自
に
機
能
を
製
作
さ
せ
て
導
入
し
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
酸
化
炭
素
濃
度

の
低
減
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
破
砕
方

法
、
給
じ
ん
装
置
の
改
善
、
ガ
ス
化
炉

砂
層
温
度
制
御
の
改
善
と
い
っ
た
設
備

の
追
加
や
改
修
を
行
う
改
善
策
の
実
施

を
検
討
す
る
。

Ａ
Ｓ
Ａ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
有
害

物
質
測
定
値
の
不
正
問
題

代
表
質
問

問
今
の
鳴
門
市
役
所
に
は
ど
う
も
活
気

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
現
在
、
本
市
が
行
っ

て
い
る
職
員
へ
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て

の
現
状
を
伺
う
。

　

ま
た
、
最
近
、
体
調
を
崩
し
て
い
る

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ

の
人
数
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
職
員
お

よ
び
そ
の
配
偶
者
を
対
象
と
し
た
人
間

ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
組
合
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
遠
足
な
ど
を
企
画
し

て
お
り
、
職
員
間
の
交
流
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
心
身
に
不
調
の

あ
る
職
員
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

病
気
休
暇
・
休
職
中
職
員
数
は
合
計
10

人
で
、
そ
の
う
ち
身
体
的
事
由
の
職
員

が
６
人
、
精
神
的
事
由
の
職
員
が
４
人
。

本
市
で
は
、
メ
ン
タ
ル
に
不
調
を
抱
え

る
職
員
の
た
め
、
平
成
16
年
度
か
ら
医

師
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

問
市
民
な
ど
に
多
目
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
市
民
会
館
が
取
り
壊
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
体
育
施
設
で
あ
る
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
内

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
老
朽
化
や
指

導
者
確
保
の
問
題
が
あ
る
。
市
民
が
渇

望
す
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

に
よ
る
教
員
の
負
担
軽
減
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
併
設
に
よ
る
健
康
寿

命
の
延
伸
へ
の
貢
献
・
医
療
費
の
軽
減

が
図
ら
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
を
目

指
す
鳴
門
市
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
の
は
い
か
が

か
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

や
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
踏
ま

え
、
財
政
負

担
が
特
定
の

時
期
に
集

中
し
な
い
よ

う
、
総
量
最

適
化
、
最
適

配
置
の
観
点

か
ら
検
討
を

進
め
る
。

市民が慣れ親しんでいる市民会館

サイクリングで地域活性化

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

野の

田だ  

粋き
よ

之ゆ
き

福
利
厚
生
の
充
実
を

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

会
派　

有
志
会

潮し
お

崎ざ
き  

憲け
ん

司じ

acworks さんによる写真 AC からの写真
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代
表
質
問

問
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
ま
ち
づ
く
り

基
金
を
活
用
し
た
市
道
の
整
備
に
つ
い

て
、
第
一
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で

は
、「
市
道
の
整
備
促
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
維
持
補
修

費
を
増
額
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
と
考

え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
何
ら
か
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
か
。

現
状
を
伺
う
。

答
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
そ
の
実
情

も
承
知
し
て
い
る
た
め
、
基
金
は
活
用

し
て
い
な
い
が
、
令
和
元
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
、
維
持
補
修
費
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
補
正
予
算
に
お

い
て
も
、
例
年
を
上
回
る
予
算
額
を
計

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
主

要
な
路
線
を
対
象
に
路
面
性
状
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
重
点
的
・
計
画
的
に
市

道
の
整
備
を
行
う
際
に
は
、
基
金
を
活

用
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

要
望
路
面
性
状
調
査
を
す
る
と
い
う

こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
緊

急
輸
送
道
路
や
、
避
難
時
の
幹
線
道
路

の
整
備
の
た
め
の
も
の
と
理
解
で
き
る

が
、
私
は
そ
れ
に
加
え
、
市
民
の
皆
様

が
外
出
時
に
通
行
す
る
、
安
全
・
安
心

感
の
あ
る
生
活
道
路
の
整
備
を
一
日
も

早
く
望
む
。
路
面
は
消
耗
す
る
と
は
い

え
、
良
い
・
普
通
・
悪
い
の
３
つ
に
分

類
す
る
な
ら
ば
、
悪
い
が
目
立
つ
。
良

い
・
普
通
・
少
々
悪
い
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

早期修繕が望まれる生活道路

安
心
・
安
全
な

　
　
　
生
活
道
路
の
整
備
を

会
派　

平
成
な
る
と

佐さ

藤と
う  

絹き
ぬ

子こ

問
「
鳴
門
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
鳴

門
市
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、
出
生
数

（
３
２
８
人
）と
合
計
特
殊
出
生
率（
１
・

10
）が
目
標
と
す
る
重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）（
出
生
数
３
７
４
人
・
出
生
率

１
・
51
）を
下
回
っ
て
い
る
。
人
口
の
自

然
増
を
目
指
し
て
結
婚
か
ら
出
産
に
至

る
ま
で
の
施
策（
不
妊
治
療
な
ど
）や
医

療
機
関
の
拡
充
を
望
む
。
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
直
し
、
次
期
総
合
戦
略
に
着
手

す
べ
き
で
は
。

答
評
価
指
標
の
達
成
は
厳
し
い
が
、
施
策

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。
男
女
と
も
に

不
妊
治
療
へ
の
支
援
策
を
医
療
機
関
と
連

携
し
て
調
査
研
究
す
る
。

問
鳴
門
市
は
、
契
約
の
中
で
も
、
そ
の
透

明
性
や
公
正
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
重
要

な
随
意
契
約
に
お
い
て
、
特
に
大
型
事
業

で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
入
札
を
多
く

採
用
し
て
い
る
。
一
方
、
国
で
は
、
随
意

契
約
の
不
透
明
性
な
ど
か
ら
一
般
競
争
入

札
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
市
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
や
第
三
者
の

専
門
家
に
よ
る
入
札
選
定
委
員
会
の
設
置

な
ど
を
規
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

答
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
他
の
自
治
体

を
参
考
に
、
独
自
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
検
討
す
る
。

要
望
休
閉
校
施
設
の
有
効
利
活
用
計
画

は
、
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、

積
極
的
に
策
定
し
、
進
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。（
例
え
ば
、
社
会
的
人
口
増
に

つ
な
が
る
よ
う
な
研
修
施
設
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
・
県
が
検
討
し
て
い

る
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
誘
致
な
ど
）

国登録有形文化財「旧鮎川小学校」を活用した
「鳥海山 木のおもちゃ美術館」

（秋田県由利本荘市）

公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

随
意
契
約
に
透
明
性
を

会
派　

青
藍

長な
が

濱は
ま  

賢け
ん

一い
ち

人
口
の
自
然
増
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
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質 問人個
❶ 東　　正昇
１. 教育行政について
　⑴ 学校給食センターの運営のあり

方について

❹ 三津　良裕
１. クリーンセンターについて
　⑴ 運転管理について
　⑵ 施設の補完事業について
　⑶ 周辺の市道について
２. 安全なまちづくりについて
　⑴ 道路の安全管理について
　⑵ 河川・ため池などの「水害」対

策について
３. 公共施設の維持・管理について
　⑴ 休止・廃止施設について
　⑵ 集会所の現状と対応について

❽ 宮崎　　明
１. 防災減災対策について
　⑴ 防災行政無線放送の受信媒体機

器の配備について
　⑵ 防災アプリの導入について

　⑶ 指定緊急避難場所・指定避難所
の避難標識及び同所へ誘導する
避難誘導標識について

❷ 高麗　裕之
１. 消費税増税時における市民の負
　  担軽減策について
　⑴ プレミアム付商品券事業について
２. 後期高齢者医療制度について
　⑴ 保険料の負担軽減について

❺ 上田　公司
１. 環境政策について
　⑴ クリーンセンターにおける不正

操作について
２. 文書管理について
　⑴ クリーンセンター関連の文書に

ついて
３. 学校給食について
　⑴ 民間委託に向けた取り組みにつ

いて

❸ 松浦　富子
１. 環境行政について
　⑴ プラスチックごみ問題について
　⑵ 海洋汚染の改善について
２. 危機管理対策について
　⑴ 乳幼児を守る取り組みについて

❻ 林　　勝義
１. 鳥獣被害対策について 
　⑴ 市民が安心して暮らせるための

野生鳥獣被害対策について

❼ 東谷　伸治
１. 公共建築物について
　⑴ 公共建築物の木材利用の促進に

ついて

❾ 平塚　保二
１. 観光行政について
　⑴ 鳴門駅の周辺整備について
２. 環境行政について
　⑴ クリーンセンターの運営状況に

ついて

問
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
施
策
、

幼
児
教
育
無
償
化
に
対
す
る
対
策
は
。

答
無
償
化
施
策
に
よ
り
、
待
機
児
童
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
本
市
で
は
３
歳

児
の
80
％
、
４
、５
歳
児
の
96
％
が
い
ず

れ
か
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
た
め
、

利
用
者
数
が
急
激
に
増
加
す
る
可
能
性

は
少
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
子
育
て

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
就
学
前

教
育
、
保
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
独
自
施
策
と
し
て
就
学
前
教
育
・

保
育
無
償
化
事
業
推
進
補
助
金
を
創
設

し
、
給
食
の
副
食
費
に
つ
い
て
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
業
者
向
け
説

明
会
や
利
用
者
向
け
案
内
文
書
な
ど
に

よ
り
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今

後
、
幼
児
教
育
無
償
化
が
円
滑
に
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

要
望
現
在
、
日
本
は
７
人
に
１
人
が
貧

困
の
現
実
が
あ
る
。
少
子
化
対
策
と
し

て
も
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
す
べ
て
の
子

供
の
保
育
料
無
償
化
と
０
歳
か
ら
５
歳

児
す
べ
て
の
給
食
主
食
費
の
無
償
化
を

要
望
す
る
。

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
か
か
る
ポ

イ
ン
ト
還
元
の
周
知
な
ど
は
。

答
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、電
子
マ
ネ
ー
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
決
済
し
た
場
合
、
２
％

ま
た
は
５
％
相
当
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
還

元
さ
れ
る
制
度
。
制
度
普
及
の
た
め
四

国
経
済
産
業
局
、
鳴
門
商
工
会
議
所
と

連
携
し
市
内
小
売
業
者
な
ど
を
対
象

に
、
導
入
の
効
果
や
事
業
者
登
録
の
手

続
き
な
ど

の
説
明
、

デ
モ
機
に

よ
る
体
験

な
ど
の
説

明
会
を

行
っ
た
。

ま
た
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

や
企
業
訪

問
な
ど
を

通
じ
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。

要
望
現
在
、
日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
普
及
率
は
20
％
に
満
た
な
い
が
、

中
小
事
業
者
の
生
産
性
向
上
や
訪
日
外

国
人
対
策
と
し
て
、
小
売
業
者
側
だ
け

で
な
く
、
消
費
者
の
理
解
向
上
の
た
め

に
も
市
民
に
対
し
て
ス
マ
ホ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
講
座
を
要
望
す
る
。

会
派　

公
明
党

浜は
ま

　  

盛せ
い

幸こ
う

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
施
策

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

個
人
質
問



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
国
の
考
え
て
い
る
人
件
費
の
削
減
・

職
員
数
の
削
減
ば
か
り
を
考
え
、
本
来

の
教
育
・
福
祉
の
充
実
と
い
う
自
治
体

行
政
の
目
的
が
失
わ
れ
て
い
る
学
校
給

食
運
営
の
民
間
委
託
の
方
針
を
、
鳴
門

市
と
し
て
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
今
回
の
学
校
給
食
業
務
の
一
部
民

間
委
託
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
の
調

査
研
究
や
他
市
へ
の
視
察
な
ど
を
実
施

し
、
民
間
で
も
対
応
可
能
な
業
務
を
検

証
し
た
上
で
、
人
員
確
保
の
観
点
か
ら

調
理
・
配
送
等
業
務
の
委
託
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
本
市
独
自
の
調
査
検

討
し
た
結
果
で
あ
る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
正
規
職
員
の

配
置
転
換
や
臨
時
職
員
の
委
託
先
へ
の

継
続
雇
用
、
特
に
給
与
を
含
め
た
待
遇

条
件
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

問
以
前
に
う
ず
と
く
商
品
券
に
10
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
て
販
売
し
好
評
で

あ
っ
た
。
鳴
門
市
独
自
の
対
策
と
し
て
、

今
回
も
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
う
ず
と
く
商
品
券

を
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

答
平
成
21
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
10
％
の
う
ず
と
く
商
品
券

を
販
売
し
た
実
績
が
あ
る
。
４
年
間
で

総
額
４
億
円
分
が
販
売
さ
れ
、
発
行
経

費
と
し
て
４
４
０
０
万
円
を
要
し
た
。

実
施
す
る
場
合
に
は
、
市
の
負
担
が
大

き
く
な
る
も
の
と
考
え
る
。
市
独
自
の

答
令
和
２
年
度
か
ら
の
調
理
業
務
お

よ
び
配
送
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
に
よ

り
、
学
校
給
食
以
外
の
業
務
へ
の
配
置

転
換
が
必
要
と
な
る
正
規
調
理
員
お
よ

び
配
送
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
人
一

人
の
希
望
を
丁
寧
に
聞
い
た
う
え
で
、

適
切
な
配
置
を
検
討
し
た
い
。

　

臨
時
調
理
員
お
よ
び
配
送
員
に
つ
い

て
は
、
他
の
自
治
体
の
事
例
で
も
、
受

託
事
業
者
に
と
っ
て
貴
重
な
人
材
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
募
集
を
か
け
る
前

に
別
枠
で
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
、

勤
務
条
件
や
待
遇
面
を
説
明
し
、
継
続

雇
用
に
努
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本

市
と
し
て
も
、
給
食
運
営
に
携
わ
っ
て

き
た
臨
時
調
理
員
お
よ
び
配
送
員
の
経

験
や
技
術
を
今
後
も
継
承
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
事
業
者
の
募
集
段
階
か
ら

現
臨
時
職
員
の
継
続
雇
用
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
を
受
託
者
決
定
に
際
し
て
の

評
価
内
容
に

加
え
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、

希
望
す
る
臨

時
職
員
に
つ

い
て
は
、
で

き
る
限
り
雇

用
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い

き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
う
ず
と
く
商
品
券
の
発

行
は
難
し
い
。

要
望
消
費
税
の
負
担
軽
減
策
と
地
域
で

経
済
を
生
み
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

る
施
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
軽
減

特
例
も
見
直
さ
れ
る
。
加
入
者
の
不
安

と
不
満
が
聞
か
れ
て
い
る
。
見
直
し
の

内
容
は
。
ま
た
、
見
直
し
に
よ
っ
て
ど

れ
ほ
ど
の
負
担
と
な
る
の
か
。

答
均
等
割
９
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
10
月
か
ら
見
直
す
こ
と
と

し
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
９

月
ま
で
は
９
割
軽
減
、
10
月
か
ら
令

和
２
年
３
月
ま
で
は
７
割
軽
減
と
な

り
、
結
果
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
８
割

軽
減
へ
と
見
直
さ
れ
、
令
和
２
年
度
以

降
は
年
間
を
通
じ
て
７
割
軽
減
と
な

る
。
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
市

で
は
、
２
４
４
９
人
の
方
が
影
響
を
受

け
、
年
間
保
険
料
が
５
２
０
０
円
か
ら

１
万
５
０
０
円
に
増
額
と
な
る
。

要
望
国
や
県
に
要
望
・
要
請
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
々
の
暮
ら
し
を
応
援
し
、
元
気
な
高
齢

者
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
ほ
し
い
。

鳴門市学校給食センター

過去にプレミアム付きで発行された
「うずとく商品券」

自
治
体
が
果
た
す
べ
き

　
　
　
　
学
校
給
食
の
役
割

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
職
員
の
今
後
は

消
費
税
増
税
を
見
据
え
た

　
　
　
　
景
気
下
支
え
策
を

人
生
１
０
０
年
時
代
の
安
心

の
基
盤
は
健
康
で
あ
る

（
潮
）

東あ
ず
ま　  

正ま
さ

昇の
り

（
有
志
会
）

高こ
う

麗ら
い  

裕ひ
ろ

之ゆ
き



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
当
分
の
間
、
工
事
用
進
入
道
路
を

拡
幅
し
搬
入
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る

が
、
櫛
木
か
ら
の
搬
入
道
路
９
８
０
メ
ー

ト
ル
の
今
後
の
計
画
は
。

　

境
界
線
が
確
定
し
て
い
な
い
残
り
の

約
50
％
弱
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

市
道
明
神
日
出
線
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
当
分
の
間
、
使
用
さ
れ
て
い

る
進
入
路
、
搬
入
路
へ
直
結
す
る
区
間

だ
け
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
区

間
は
。

答
搬
入
路
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
事
業
費

が
必
要
で
あ
る
た
め
具
体
的
な
方
法
は
な

い
。

　

境
界
に
つ
い
て
は
、
隣
接
地
の
権
利
関

係
が
複
雑
で
、
作
業
が
進
ま
な
い
。

　

市
道
明
神
日
出
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
測
量

な
ど
が
で
き
な
い
。

問
旧
道
や
狭
い
道
の
路
面
は
デ
コ
ボ
コ
。

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
、
ポ

ス
タ
ー
や
広
報
紙
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
、
広
報
宣
伝
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考

え
は
。
ま
た
、
環
境
省
で
は
、
現
在
、

海
洋
ご
み
の
処
理
な
ど
の
経
費
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
や
市
町
村
へ
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
漁
船
が
引
き
上
げ
た
ご

み
の
処
理
も
対
象
と
し
て
補
助
金
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
本
市
の
現

状
は
。

答
新
た
な
取
り
組
み
で
、
４
Ｒ
の
推
進

と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量
お
よ

び
意
識
向
上
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
市
職
員
の
マ
イ
バ
ッ
グ
登

録
運
動
を
９
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

今
後
も
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を
工
夫
し
て

い
く
。
ま
た
、
環
境
省
の
補
助
を
受
け

た
徳
島
海
洋
漂
着
物
等
地
域
対
策
推
進

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
北
灘
・
北

泊
・
堂
浦
漁
協
の
底
び
き
網
漁
業
者

国
道
、
県
道
、
市
道
の
雑
草
や
街
路
樹

が
剪
定
さ
れ
ず
に
通
行
に
危
険
で
あ
る

が
、
市
の
対
応
は
。

　

台
風
の
影
響
で
係
留
さ
れ
て
い
る
船

舶
が
流
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
機
管
理
は
。

答
道
路
の
小
規
模
な
損
傷
は
職
員
が
緊

急
対
応
し
て
い
る
。
主
要
路
線
は
舗
装
修

繕
計
画
を
策
定
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
雑
草
で
道
路
通
行
上
、
支
障

の
あ
る
箇
所
や
景
観
を
損
ね
る
箇
所
は
業

務
委
託
や
職
員
で
除
草
し
て
い
る
。

　

不
法
係
留
船
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に

個
別
の
指
導
を
行
い
自
主
的
な
移
動
を
促

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
市
内
の
集
会
所
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
。
地
元
町
内
会
な

ど
が
管
理
費
用

を
負
担
し
て
自

主
管
理
し
て
い

る
。
今
後
の
方

針
は
。

答
個
別
施
設

計
画
策
定
で
検

討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

１
０
５
名
、
漁
船
69
隻
で
掃
海
作
業
を

実
施
し
た
。
今
後
も
、
県
や
漁
業
関
係

者
な
ど
と
連
携
し
、
海
洋
ご
み
の
低
減

に
努
め
る
。

問
今
年
３
月
、
哺
乳
瓶
に
移
し
か
え
れ

ば
、
す
ぐ
乳
児
に
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
国
産
の
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
が
発
売

さ
れ
た
。
災
害
備
蓄
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
ま
た
、液
体
ミ
ル
ク
に
関
し
、ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
と
の
災
害
協
定
は
。

答
液
体
ミ
ル
ク
は
大
き
な
利
点
が
あ
る

が
、
保
存
期
間
や
価
格
な
ど
、
今
後
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
が
必
要
。
液
体

ミ
ル
ク
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
の
災
害
協

定
は
１
社
と
締
結
し
て
お
り
、
液
体
ミ
ル

ク
も
必
要
分
、
納
品
し
て
い
た
だ
け
る
。

お湯不要、災害時に優位性のある
液体ミルクの備蓄を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
・

海
洋
汚
染
の
改
善
を

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
周
辺
の
対
応
は

今
後
の

　
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理

（
公
明
党
）

松ま
つ

浦う
ら  

富と
み

子こ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

三み

津つ  

良よ
し

裕ひ
ろ

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
・
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
の
災
害
協

定
の
締
結
を

弁財天集会所



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
北
灘
地
区
で
は
、
近
年
鳥
獣
が
農
作

物
を
荒
ら
し
、
特
に
猿
に
つ
い
て
は
茅

に
侵
入
し
た
り
、
物
を
取
っ
た
り
し
て

い
る
。
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る
箇
所

に
お
い
て
も
被
害
が
出
て
い
る
。
鳥
獣

被
害
は
他
人
事
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
と

住
民
は
思
っ
て
い
る
。
農
作
物
、
田
畑
、

家
庭
菜
園
な
ど
が
、
悲
惨
な
こ
と
に
収

穫
寸
前
に
被
害
を
受
け
、
壊
滅
的
な
状

態
に
陥
っ
て
い
る
。
住
民
に
と
っ
て
は
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
猿
・
イ
ノ
シ
シ
・

カ
ラ
ス
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
鳥
獣
被

害
に
つ
い
て
行
政
の
対
策
の
必
要
性
を

伺
い
た
い
。
ま
ず
、
管
理
計
画
に
基
づ

く
個
体
数
の
調
整
を
目
的
と
す
る
取
り

組
み
と
捕
獲
数
は
。
ま
た
、
昨
年
度
と

今
年
度
の
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

く
、
捕
獲
駆
除
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
被
害
の
状
況
と
捕
獲
数
に
つ
い
て

は
、
農
作
物
の
被
害
額
は
平
成
29
年
度

４
１
２
万
円
、
平
成
30
年
度
３
８
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
被
害
防
止
計
画
に

問
三
機
工
業
株
式
会
社
が
性
能
不
足
と

認
識
し
な
が
ら
市
に
引
き
渡
し
た
こ
と

が
、
詐
欺
に
当
た
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
地
元
住
民
に
対
し
、
市
は

事
実
に
反
す
る
説
明
を
繰
り
返
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
事
実
か
。

答
施
設
の
引
き
渡
し
は
、
引
き
渡
し
性
能

試
験
結
果
が
判
定
基
準
を
満
た
し
、
第
三

者
機
関
の
確
認
を
得
た
こ
と
か
ら
、
適
正

に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

稼
働
当
初
の
説
明

に
つ
い
て
は
、
当

時
の
担
当
者
の

認
識
不
足
に
よ
り

不
正
解
な
内
容
も

あ
っ
た
か
と
考
え

て
い
る
。

問
稼
働
当
初
よ
り
、
性
能
不
足
を
知
り

な
が
ら
運
転
す
る
一
方
、
市
民
に
は
事

実
に
反
す
る
説
明
を
連
発
し
、
公
文
書

基
づ
く
年
間
捕
獲
数
の
目
標
が
イ
ノ
シ

シ
４
０
０
頭
、
猿
50
頭
、
カ
ラ
ス
20
羽
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
10
頭
。
平
成
29
年
度
は
、

イ
ノ
シ
シ
３
９
４
頭
、
猿
41
頭
、
カ
ラ

ス
10
羽
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
３
頭
と
な
っ
て

お
り
、
捕
獲
目
標
に
近
い
実
績
と
な
っ

て
い
る
。
徳
島
県
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

基
本
指
針
に
基
づ
く
被
害
ゼ
ロ
集
落
モ

デ
ル
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
講
習

会
を
開
催
し
、
捕
獲
檻
の
増
設
な
ど
の

対
策
を
講
じ
、
今
後
、
捕
獲
頭
数
の
増

加
や
被
害
額
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

管
理
も
驚
く
ほ
ど
ず
さ
ん
で
、
こ
れ
ら

の
な
す
べ
き
対
応
を
怠
っ
た
こ
と
が
、

不
正
発
覚
が
遅
れ
た
大
き
な
要
因
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
回
の
件
に
つ
い
て

何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
燃
焼
室
出
口
温
度
、
温
度
計
の
温
度

耐
性
お
よ
び
ス
ラ
グ
の
項
目
は
、
施
設

稼
働
後
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
満
た
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
三
機
工
業
株
式
会
社
が
責
任
を
持
っ

て
施
設
改
善
を
実
施
し
、
市
は
そ
の
監

督
に
努
め
る
こ
と
に
専
念
し
、
一
定
の

目
途
が
つ
い
た
段
階
で
判
断
す
る
。

問
市
長
は
以
前
「
地
方
自
治
体
を
一
つ

の
経
営
体
と
考
え
た
と
き
、
そ
の
費
用

対
効
果
が
最
大
と
な
る
最
適
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
民
間
委
託

の
ど
こ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

効
果
が
最
大
と
な
る
最
適
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
の
か
。

答
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
持
続
で
き
る
安

心
・
安
全
で
美
味
し
い
給
食
を
提
供
し
て

い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
続
け
ら
れ

る
形
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
。

畑や民家に現れる野生鳥獣

不正操作が発覚したクリーンセンター

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
不
正
操
作

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
野
生
鳥
獣
対
策
を

学
校
給
食
の
民
間
委
託

市
の
ず
さ
ん
な
運
転
管
理

上う
え

田だ  

公こ
う

司じ

（
潮
）

林は
や
し　  

勝か
つ

義よ
し



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
防
災
行
政
無
線
放
送
が
聞
き
取
り
に

く
い
な
ど
の
声
が
市
内
各
所
で
あ
が
っ

て
い
る
が
、
戸
別
受
信
機
ま
た
は
防
災

ラ
ジ
オ
を
配
備
す
る
こ
と
で
市
内
全
域

各
戸
に
お
い
て
音
声
で
の
受
信
が
可
能

に
な
る
。
国
に
お
い
て
も
特
別
交
付

税
措
置
を
講
じ
導
入
促
進
を
図
っ
て
い

る
。
機
器
の
配
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
の
経
費
が
多
額
に
な
り
自
己
負
担

も
発
生
す
る
た
め
国
の
支
援
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

要
望
市
民
に
と
っ
て
正
確
な
災
害
情
報

を
得
る
こ
と
は
、
防
災
減
災
対
策
の
重

要
な
要
素
で

あ
る
。
設
置

希
望
者
を
募

集
し
て
配
備

す
る
こ
と
も

含
め
、
導
入

に
向
け
た
検

討
を
要
望
す

る
。

問
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
辺
倒
だ
っ
た
日
本

の
建
築
界
に
も
、
も
っ
と
木
材
を
使
お

う
と
い
う
流
れ
が
政
府
に
出
て
き
た
。

農
林
水
産
省
と
国
土
交
通
省
は
、
公
共

建
築
物
の
木
造
化
を
図
っ
て
い
く
方
針

を
出
し
た
。

　

我
が
国
は
世
界
有
数
の
森
林
国
で
、

森
林
面
積
は
国
土
の
３
分
の
２
に
当
た

り
、
徳
島
県
も
76
％
の
森
林
率
で
あ
り
、

県
土
の
８
割
近
く
が
森
林
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
人
工
林
は
こ
こ
50
年
で
約
６

倍
に
な
っ
て
お
り
、
50
年
を
超
え
る
人

工
林
も
50
％
あ
り
、
資
源
の
有
効
活
用

が
求
め
ら
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
国
産
材
の
使
用
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
農
林
水

産
省
・
国
土
交
通
省
の
方
針
に
お
い
て

は
、
国
が
建
て
る
低
層
の
公
共
建
築
物

に
お
い
て
は
、「
原
則
と
し
て
す
べ
て
木

造
化
を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
本

市
の
公
共
建
築
に
お
け
る
木
材
利
用
は
。

答
２
０
１
０
年
以
降
に
５
４
５
・
45
㎥

問
災
害
時
に
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
な

ど
へ
誘
導
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
旅
行
者
な
ど
の
避

難
サ
ポ
ー
ト
に
有
効
で
あ
る
。
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

答
他
の
自
治
体
の
導
入
事
例
や
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
状
況
を
注
視
し
導

入
を
検
討
す
る
。

問
指
定
避
難
所
な
ど
の
標
識
表
示
が
日

本
工
業
規
格
で
統
一
さ
れ
、
そ
の
後
３

年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
新
基
準
標
識

の
設
置
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
計

画
を
伺
う
。

答
新
基
準
に
従
い
計
画
的
に
設
置
す

る
。
本
年
度
は
大
雨
時
に
お
い
て
も
優
先

的
に
避
難
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
る
指

定
緊
急
避
難
場
所
35
施
設
に
設
置
す
る
。

要
望
電
力
会
社
や
電
話
会
社
の
協
力
に
よ

る
電
柱
を
利
用
し
た
防
災
標
識
看
板
（
避

難
誘
導
表
示
な
ど
）
の
設
置
が
全
国
的
に

進
ん
で
い
る
。
費
用
負
担
が
な
く
非
常
に

有
効
な
の
で
検
討
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

の
県
産
材
を
使
用
し
て
い
る
。
大
麻
中

校
舎
、
鳴
門
中
体
育
館
、
成
稔
幼
稚
園

リ
ズ
ム
室
、
第
一
中
新
校
舎
に
県
産
材

を
使
用
。

要
望
木
の
良
さ
は
、
①
子
ど
も
た
ち
の

ス
ト
レ
ス
を
緩
和
さ
せ
、
授
業
で
の
集

中
力
が
増
す
効
果
が
あ
る
。
②
内
装
が

木
質
化
さ
れ
た
校
舎
で
は
、
非
木
質
化

校
に
比
べ
、子
ど
も
た
ち
は
教
室
を
広
々

と
感
じ
、
心
地
よ
さ
や
自
分
の
居
場
所

な
ど
を
よ
り
感
じ
て
生
活
で
き
る
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
抑
制
効
果
が
あ

る
。
④
木
質
の
床
は
足
に
か
か
る
負
担

も
少
な
い
。
と
多
く
挙
げ
ら
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
も
木
造
建
築
物
を
推
奨

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
次
の

投
資
的
案
件
は
、
こ
の
「
木
装
」
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
の
健
康
の

た
め
に
は
す
べ
て
の
施
設
に
木
が
あ
る

べ
き
。

確実な情報伝達網の確保を

木造とＲＣ造のハイブリット構造
長門市庁舎（山口県）

公
共
建
築
に
お
け
る

　
　
　
木
材
利
用
の
促
進
を

指
定
避
難
所
な
ど
へ
設
置
の

新
基
準
標
識
の
整
備
計
画
は

（
潮
）

東ひ
が
し
だ
に谷  

伸し
ん

治じ

（
青
藍
）

宮み
や

崎ざ
き  

　
明

あ
き
ら

地
理
不
案
内
な
人
を

指
定
避
難
所
な
ど
へ
誘
導
す

る
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
を

戸
別
受
信
機
・
防
災
ラ
ジ
オ

の
配
備
を
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個
人
質
問

問
三
機
工
業
株
式
会
社
の
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
、
す
な
わ
ち
捏
造
・
隠
蔽
・
改
ざ
ん

問
題
と
い
う
、
お
粗
末
な
問
題
が
発
覚
。

Ｃ
Ｏ
問
題
に
つ
い
て
、
瀬
戸
町
住
民
に

対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
説
明
責
任
を

果
た
す
の
か
、
伺
い
た
い
。

答
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
濃
度
表
示
に
測

定
値
を
制
限
す
る
機
能
が
三
機
工
業
株
式

会
社
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
今
後

は
、
説
明
会
を
適
宜
開
催
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
方
に
経
過
な
ど
に
つ
い
て
広

報
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
報

告
す
る
。

問
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
舎
の
改
修
と
同
時
に
鳴

門
駅
の
ト
イ
レ
の
新
設
が
10
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
場
所
、
設
置

数
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
新
築
す
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
舎
の
耐
震
化
工
事
に

あ
わ
せ
て
、
駅
舎
南
側
の
一
部
が
取
り

壊
さ
れ
る
予
定
で
、
ト
イ
レ
は
そ
の
後

の
ス
ペ
ー
ス
に
来
年
の
春
ご
ろ
の
完
成

を
目
指
し
て
新
築
す
る
。
ト
イ
レ
の
基

数
に
つ
い
て
は
、
男
子
ト
イ
レ
に
小
便

器
を
３
基
、
大
便
器
を
１
基
、
女
子
ト

イ
レ
に
３
基
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
１
基

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
問
題

鳴
門
駅
ト
イ
レ
の
設
置

平ひ
ら

塚つ
か  

保や
す

二じ

耐震化工事が進むＪＲ鳴門駅舎

　鳴門市議会主催で、議会議員研修会を開催
し、鳴門市議会議員を含め、県内の市・町議
会議員31名が参加しました。
　この研修会では、広域連携の課題と連携の
方法について野田先生から貴重なお話をいた
だきました。
　これからは、市民サービスの提供を持続可
能なものとするため、「身軽な自治体」を目指
しながら、連携の可能性を探る必要があるな
ど、自治体の将来について深く考え直す必要
があると再認識させられる内容であり、研修
に参加した議員は、先生のお話に熱心に耳を
傾けていました。

議会議員
研修会

市町村間の広域連携の課題とこれから
【開催日：令和元年11月７日（木） 場所：鳴門市共済会館】

講師　野
の

 田
だ

  　遊
ゆ う

  先生
同志社大学政策学部・大学院総
合政策科学研究科教授
愛知県行政評価委員会座長
京田辺市総合計画審議会副会長



【教　　育】
■現在、一時預かり事業を実施するうえで、人手が足
りていないと考えるが、幼児教育・保育の無償化によ
り、ますますその傾向が強まるのではないか。
●一時預かり事業については、現在、平日は、公立幼
稚園12園中11園が実施している。10月から預かり保
育の無償化も始まっており、幼稚園における一時預か
り事業についても保育の必要
性が認めれた方については、
無償化されることとなってい
る。無償化されることに伴い
潜在的に幼稚園を利用されて

【介護・保健】
■いきいきサロン、いきいき百歳体操の現状と評価の
説明を。
●いきいきサロンは現在市内に57箇所設置され、週
に１回から２回、公民館などで百歳体操のほか、さま
ざまな活動を行っている。筋力の保持はもちろん、楽
しく活動を続けていくことを目的としている。
★高齢者の居場所づくりとしてすばらしい取り組み。
継続してほしい。

【防　　災】
■災害時要援護者避難支援事業について、新システム
導入とは。
●今まで、個別支援計画を作成する際に、要支援者の
住所、地図を自動的に取り込むことができていなかっ
た。今回の改修により、自宅周辺地図を登録すること
ができるようになった。また、自宅近辺の避難所につ
いても登録できるようになった。

いなかった方が利用し始めることも考えられたため、
市内在住の４歳児・５歳児の状況を確認したが、現時
点で大多数が、幼稚園や認定こども園・保育所を利用
されており、新たに利用される方が大幅に増えること
は想定しにくいと考えている。

【文　　化】
■文化会館の今後について、どのような状況なのか。
●耐震診断の結果を受けて、庁内で鳴門市文化会館の
あり方検討会議を立ち上げ、年内にも耐震改修か新築
かの方針を定める方向で進めている。

【健　　康】
■予防接種の高齢者インフルエンザワクチンについ
て、何人くらいが接種しており、負担はどれくらいな
のか。
●昨年は、8,432名の方に対
して補助を行い、１件あた
り5,044円の費用がかかると
ころ、自己負担は1,600円と
なっている。

【消　　防】
■消防分団詰所について、何箇所の耐震化が図られて
いるのか。
●現在、耐震性がないと判断された詰所および再編な
どによる建て替えが必要な詰所が15箇所あり、その
うち建て替えなどが完了した詰所が６箇所、建て替え
などに着手中の詰所が５箇所、未着手の詰所が４箇所
ある。未着手の４箇所については、再編に関係する詰
所と大麻分署に関連する詰所となっている。

《平成30年度決算審査》

■ 平成30年度の決算を審査・調査しました ■
　５日間にわたり、予算決算委員会を開催し、平成30年度決算に関する議案13件に
ついて審査・調査しました。

【委員会での審査の中で出た意見・要望やそれに対する答弁、説明を抜粋しました。】

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望教　育

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望社会福祉

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望暮らしを守る



【生　　活】
■浄水場更新事業の資金調達の方法は。
●県の水道ビジョンに、鳴門市と北島町がともに県の
東部地区で広域化を進めることが明示されており、２
市町で浄水場を設置することについて、国の補助金の
対象となることを確認している。補助金の対象になる
事業費の３分の１について国の補助金を活用し、３分

の１を一般会計の出資
債を活用、残りを企業
債と企業の自主財源で
まかなっていく方針で
ある。

【衛　　生】
■環境学習推進事業について、どのようなイベントを
行っているのか。

【観　　光】
■ヴォルティスの来場者に関し、今後の観客動員につ
いてどのように考えているのか。
●Ｊ１、Ｊ２の別、成績により左右されるが、新たな
施策としては、本市に転入した方の招待や市民と協働
でヴォルティスブルー化プロジェクトを進めるなど、
盛り上げていく取り組みを行う。

【 庁　　舎 】
■市役所本庁舎整備事業の決算の主な項目は。
●主なものとして、鳴門市新庁舎建設基本計画策定業
務、鳴門市庁舎オフィス環境等調査業務がある。

＊　　＊　　＊
■現庁舎の課題をどのように考えているのか。
●現在は、庁舎が分散し、利便性が高くなく、執務環
境についても効率的とは言いがたい。また、市民から
は駐車場・駐輪場について、もう少し広い方が良いな
どの声もある。
★市民にとって使い勝手の良い新庁舎となるように検
討してほしい。

●例年市内の小学４年生が環境教育の一環として見
学に訪れており、平成30年度の実績としては、７校
の小学生が見学を行っ
た。そのほか、牛乳パッ
クを再利用した紙すき
の絵手紙や古衣を使っ
たパッチワークの講習
を行っている。

＊　　＊　　＊
■「地域づくり事業活性化補助金」はどのように交付
されているのか。
●市内に自治振興会が14地区あり、その地区の活動
に対して補助金を出しており、各地区の総世帯数の割
合に応じて算出している。なお、事務局を公民館にお
いていない地区については、光熱費を加えた金額で交
付している。

【産　　業】
■エコノミックガーデニングの内容と実績は。
●中小企業が行う新商品の開発や新サービスの提供な
どの事業拡大について最大200万円の支援や創業補助
金として最大50万円の支援、販路開拓として大阪や
東京、海外に販路を求めていくための旅費などの補助
を行っている。

【ボートレース】
■ボートレースのイメージアップへの取り組みは。
●UZU PARKを開設し、11月18日のグランドオープ
ンでは、スケートボードの堀米雄斗さんなどに来てい
ただき、県内外から800人の来場があった。さらに、
週末のにぎわいによりオープンから３か月で１万人
の来場があった。また、競走水面を利用したイリュー
ジョンイベントでは、２日で２万8,000人の来場が
あった。その他にも、リニューアルのコンセプトであ
る地域開放型施設として、特別観覧施設「ROKU」
やなるちゃんホール、芝生広場がある。ヴォルティス
の子どもたちが芝生広場で毎週金曜日にサッカーの練
習をするなど地域の方に使っていただいている。

《平成30年度決算審査》

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望生活・衛生

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望観光・産業

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望その他



■はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■はインターネット中継を行います

令和元年第４回定例会の日程（11月27日～12月20日）
日

11月24日 25 26 27 28
開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

一般質問(個人)
議会運営委員会

一般質問(代表)

一般質問
通告締切

一般質問(個人)
予算決算委員会 総務文教委員会

産業建設委員会生活福祉委員会

本会議 全員協議会 本会議／閉会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

29 30

12月１日 ２ ３ ４ ５ 6 ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

月 火 水 木 金 土

〒772－8501徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
TEL（088）684－1234   FAX（088）684－0814
Ｅmail  gikai@city.naruto.i-tokushima.jp

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：宅川　靖次
副委員長：秋岡　芳郎
委　　員：林　　勝義・松浦　富子・佐藤　絹子
　　　　　宮崎　　明・三津　良裕・高麗　裕之
　　　　　圃山　俊作

　第４回定例会は下記の日程で開催
します。
　本会議、各常任委員会の傍聴に、
ぜひお越しください。

・本会議…議場
（受付：東側階段より３階議場入口）

・委員会…委員会室
（受付：中央階段またはエレベーター
で３階議会事務局）

　当日、受付にて氏名、住所、年齢
をご記入ください。傍聴券をお渡し
し、係員がご案内いたします。

　本会議と委員会はネット中継と録画配信
を行っています。また、本会議はテレビ鳴
門でも生放送に加え、録画放送を行ってい
ます。ぜひご覧ください。

議会を動画で見てみよう！ ■会議録を見てみよう■
　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます
【窓口で見る】
　　①市役所本庁舎３階の議会事務局
　　　へお越しください
　　②見たい会議録をお伝えください
【ウェブサイトから見る】
　　①「鳴門市議会」を検索
　　②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　　　の「会議録検索システム」から
　　　見たい会議録を検索
URL https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

会議録
検索

システム

《 傍聴にお越しください 》

　 宛 先 　  鳴門市議会事務局

　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられ
るような議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・Eメールなどでおよせください。
　① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問など
　※内容についてお問い合わせさせていただくことがありますの
　で、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。

　… 市民の皆さんのご意見をお待ちしています …


